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 第４章は，コイル状の形状記憶合金を用いた触覚ディスプレイについて述べている。この触覚
ディスプレイは，小型かつ触覚情報を伝達可能なものを開発することを目的とし，コイル状形状
記憶合金(coil-SMA)をアクチュエータとして選択したものである。coil-SMAは電流を流すことに
より熱変形し触覚ピンを突出させるが，ワイヤ状の形状記憶合金と比較して変位量が大きいとい
う特徴を持っている。この試作品は3×3ピン(合計9ピン)を2.5mmピッチで配置したものである。
この配置は，一般的な点字のピッチとほぼ等しいため，点字の表示にも使用することが可能であ
る。はじめに，明らかに独立した刺激になる時間間隔領域や，なぞるような連続した刺激になる
時間間隔領域を測定によって求めている。その結果をもとに，触覚ピンの呈示条件の決定要因と
し，パターン認識実験を行なっている。全盲の視覚障碍者6名，晴眼者10名を被験者とし，それ
ぞれの認識能力の違いについて記述してある。この触覚ディスプレイは，どのような呈示方法や
呈示パターンが最適であるかを求め，触覚情報の伝達に有効である可能性を確認し，その結果に
ついて考察を交えながら述べている。 
第５章は，多指を用いた電子触覚ディスプレイについて述べている。この触覚ディスプレイは，
より少ない刺激ピン数で触覚情報を視覚障碍者に伝達可能なものを開発することを目的としてい
る。本研究で製作された触覚ディスプレイの触覚ピンは，10行×横8列の合計80個が配置され，
その動力源はソレノイドが採用されている。母指以外の8指をディスプレイに置き，動作したピ
ンを感じ取ることにより，呈示された触覚情報を読み取る。全盲の視覚障碍者5名と晴眼者10名
を対象に本装置の評価を行なっている。はじめに，呈示方法の最適条件を求め，次に，文字情報
伝達を学習前と学習後でどの程度正答率に差が出るかを求めている。測定結果より，視覚障碍者
は晴眼者と比較して触覚認識能力が敏感であることや，被験者を問わずアルファベット文字情報
の伝達能力測定において，短時間の学習後大幅に正答率が上がることなど，実験結果について考
察を交えながら述べている。 
第６章は，最終章として全体のまとめ，及び，触覚ディスプレイの今後の展望について述べて
いる。 
